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負 荷 平 準 化 と は

中部電力株式会社　電気利用技術研究 所　住環境グル
ープ

負荷平準化 とは

　
一

般 に電力会社 の い う負荷平準化 とは、1 日の 電力負荷をで きるだけ滑 らか に （平準化）す るこ とをい

う。図 1は最近の 夏の 1 日の 使用電力をグラ フ に モ デル 化 し た もの で あ り、負荷 曲線 （u 一 ドカーブ）と

い う。 図中 a 点は 、最大電力または ピー
ク負荷とい い 、 b点を平均電 力とい っ て 1 日の電力量 を 24時間

で 割 っ た 値で ある。 こ の 平均電力 を最大電力に対する百分率で表 した もの が 、 負荷率で ある 。 した が っ て

負荷平準 1匕とは、 『で きるだけ負 荷率を大き くす るこ と』と言い 換え るこ ともで き る。 ．

　最近 の 負荷曲線の 特徴として は、年間の 最大電力が、夏の昼間に発生 し、急激な伸 び を示す と ともに、

負荷率が低下の 傾向に ある こ とで ある 。
こ の

一因 として、空調機器等の 急激な普及 に よる空調需要 の 増大

が 考えられ る。

　最大電力の 急激な伸びや負荷率の 低下が、電力

会社に及 ぼす影響として は 『夏季の 電力供給が厳

しくな る』　『夜間 の 低負荷時に発電所 の 発電出力

を抑え るた め に、発 電効率が低下する』 『設備の

稼働率が低 下す る』な どの デメ リッ トが挙 げられ

る 。

　こ の よ うな状況 にお い て 、以 下 に 当部署 にお け

る負荷平準化へ の 取組みに つ い て述べ る 。

負荷平準化 へ の 取組み

　負荷平準化 の 方法 と し て は 、

　 A 　 ピーク負荷を抑 える

　 B　 ピーク負荷時の使用電力 を夜 間に移行する

等が考え られ る 。　 （図 2参照）

　当部署 で は 、 A に っ い て は空 調機器の 機器本体

の 効率 向上や効果的な利用方法の 追究、B にっ い

て は深夜電力を利用 した蓄熱式空調機器 の 開発等

を試み て い る。

　
一
般 に 、夏の ピー

ク負荷時の 使用電力の約 3 割

が空調需 要で あ り、冷房温度 を 1℃上げる と、消

費電力 の 約 10 ％が節約で き る と い われ て い る 。

これは 、平成 7年度当社管内に お い て 、約 78 万

kW に相当する 。

　地 球環境問題 が ク ロ
ーズ ア ッ プされ て い る現在 、

エ ネル ギ
ー

の 有効利用は 、 当社 に と っ て も大変な

関心 事で あ り、本学会の 活動に期待する次第で あ

る。
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　　 図 1　負荷曲線 （電力負荷モ デル）
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図 2　 負荷平 準化 の 方法
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